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ドヒガンとなっており，推定樹齢は 1500 年，幹回り 9.9m，枝張り東西 27m，南北 20m の巨
木である。この淡墨公園はその名の通り，淡墨桜のために整備された公園とされる。また，




























































地方別の掲載数をみると，北海道・東北地方が 15 ヵ所，関東・甲信越地方が 27 ヵ所，
北陸・東海地方が 16 ヵ所，近畿地方が 18 ヵ所，中国・四国地方が 14 ヵ所，九州地方・沖
縄が 10 ヵ所と，北に向かうほど桜の名所と認定される場所が多く，南に向かうほど桜の名
所は少なくなってくるということがデータとして分かる。さらに本書では，桜の品種など
や桜の花の輪郭の大きさについてもコラムで紹介されており，桜の名所や桜そのものを知
る一冊になっている。その他にも桜の３大桜や５大桜として分類ができることも紹介して
おり，桜について初めて知る人に対しても，桜の中で名木として知られるものにどのよう
なものがあるのかを教えてくれる。 
本書は桜の名所を非常に多くの写真から知ることができ，桜についての知識も教えてく
れる玄人から素人まで非常に幅広くサポートしている本であることが分かる。桜の美しさ
における研究を行うには，こうした桜の実際の写真や土地環境，地域の人々の結びつきか
ら桜と人間社会，自然との働きかけなどを多角的に考察することが必要であり，その点に
おいて本書は桜を研究する者にとって大変学術的要素を持つ書物であると考えられる。 
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